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み
な
さ
ん
に
納
め
て
い
た

だ
い
た
税
金

�
�
�
�
�
�
�
�　

国
、
県
が

徴
収
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
税
金

か
ら
人
口
割
合
な
ど
に
応
じ

て
交
付
さ
れ
た
お
金

�
�
�
�
�　

町
の
財
政
需
要
の

状
況
に
応
じ
て
国
か
ら
交
付

さ
れ
た
お
金

�
�
�
�
�
�
�
�　

特
定
の
目

的
・
事
業
の
た
め
に
受
益
者

が
負
担
し
た
お
金

�
�
�
�
�
�
�
�　

施
設
を
使

用
し
た
時
や
、
証
明
書
の
交

付
な
ど
で
支
払
わ
れ
た
お
金

�
�
�
�
�
�　

特
定
の
目
的
・

事
業
の
た
め
に
国
や
県
か
ら

交
付
さ
れ
た
お
金

�
�
�
�　

町
の
財
産
を
運
用
し

た
り
、
売
っ
た
り
し
て
生
じ

た
収
入

�
�
�　

一
般
的
な
寄
附
行
為
に

よ
る
収
入　

�
�
�　

基
金
や
特
別
会
計
か
ら

繰
り
入
れ
た
お
金

�
�
�　

前
年
度
の
決
算
で
生
じ

た
余
剰
金

�
�
�　

上
記
の
収
入
科
目
に
含

ま
れ
な
い
、
そ
の
他
の
収
入

�
�　

町
が
大
き
な
事
業
を
行
う

た
め
に
借
り
入
れ
た
お
金

���������

���

１９円

�����

１２４,７３４円

�����

４,０７６円

�����

２,２０４円

���

４５,０８８円
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町税の内訳
　町　民　税 ５億９,６１２万円

　固定資産税 １６億４,９１０万円

　町たばこ税 ５,３８９万円

　軽自動車税 ２,９１４万円

　鉱　産　税 ２５万円

　総　　　額 ２３億２,８５０万円
���
���������������

���
��������	
���

���
��������	
����



����������� ����

�
��

�
�
�
�
�
	


�
�
�　

議
会
の
運
営
に
使
っ
た

お
金

�
�
�　

主
に
内
部
管
理
、
税

務
・
戸
籍
・
選
挙
・
企
画
的

事
業
や
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
管
理
運

営
な
ど
に
使
っ
た
お
金

�
�
�　

児
童
・
老
人
・
障
害
者
・

医
療
・
年
金
な
ど
町
民
の
み

な
さ
ん
の
福
祉
に
使
っ
た
お

金

�
�
�　

健
康
づ
く
り
対
策
事
業
、

病
院
・
上
下
水
道
会
計
へ
の

補
助
、
ご
み
・
し
尿
処
理
対

策
な
ど
に
使
っ
た
お
金

�
�
�
�
�
�　

農
業
・
林
業
の

振
興
、
土
地
改
良
、
地
籍
調

査
な
ど
に
使
っ
た
お
金

�
�
�　

商
工
・
観
光
業
の
振
興

に
使
っ
た
お
金

�
�
�　

道
路
の
新
設
改
良
や
維

持
補
修
、
河
川
の
改
修
、
町

営
住
宅
の
維
持
管
理
な
ど
に

使
っ
た
お
金

�
�
�　

み
な
さ
ん
の
安
全
を
守

る
消
防
、
防
災
活
動
に
使
っ

た
お
金

�
�
�　

学
校
教
育
（
小
・
中
・

幼
）、
公
民
館
事
業
、
社
会
教

育
・
体
育
事
業
、
学
校
給
食

な
ど
に
使
っ
た
お
金

�
�
�　

町
の
借
金
を
返
済
す
る

の
に
使
っ
た
お
金

�
�
�
�　

上
記
の
支
出
科
目
に

含
ま
れ
な
い
、
そ
の
他
の
お

金

�
�
�
�
�　

災
害
に
よ
っ
て
生

じ
た
被
害
の
復
旧
に
使
っ
た

お
金

　
　
　
　
　
　
（
４
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

���
��������������	

���
��������	
��������

�����
���������	
���������

衛生費

１２２,２８０円

公債費　

１１０,１０９円

農林水産業費

７７,１３８円

総務費

７０,１１８円

民生費

６７,２１８円

教育費

６２,９７８円

２１,５４６円

１８,１ ７１円

１１,４１４円

６,９６５円

３３４円

土 木 費

消 防 費

商 工 費

議 会 費

災害復旧費
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平成２０年１１月１日 �
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�　

議
員
・
各
種
委
員
・
特

別
職
の
報
酬
や
一
般
職
員
の

給
料
や
共
済
費
な
ど
と
し
て

支
払
っ
た
お
金

�
�
�　

行
政
に
係
る
一
般
的
事

務
処
理
や
管
理
運
営
に
使
っ

た
お
金
（
臨
時
職
員
の
賃
金
、

消
耗
品
費
、
光
熱
水
費
、
修

繕
料
、
委
託
料
、
使
用
料
、

備
品
購
入
費
な
ど
）

�
�
�
�
�　

道
路
や
学
校
の
ほ

か
町
の
施
設
を
保
全
し
維
持

す
る
た
め
の
補
修
費
と
し
て

使
っ
た
お
金

�
�
�　

児
童
や
老
人
・
障
害
の

あ
る
人
な
ど
へ
の
援
助
費
等

の
福
祉
の
た
め
に
使
っ
た
お

金　

�
�
�
�　

各
種
団
体
や
広
域
事

務
組
合
・
企
業
会
計
へ
の
補

助
金
や
交
付
金
、
保
険
料
、

会
費
や
謝
礼
な
ど
と
し
て
支

払
っ
た
お
金

�
�
�　

町
の
借
金
を
返
済
す
る

の
に
使
っ
た
お
金

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�　
　
　

　
　

財
団
法
人
設
立
な
ど
へ
の
出

資
や
貸
付
に
使
っ
た
お
金

�
�
�　

基
金
に
積
み
立
て
た
お

金　

�
�
�　

特
別
会
計
を
運
営
す
る

た
め
に
繰
り
出
し
た
お
金

�
�
�
�
�
�
�　

道
路
や
学
校

な
ど
の
建
設
事
業
や
災
害
の

復
旧
な
ど
に
使
っ
た
お
金
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� � � �
��

��

��

�

���������	������������������� � � � �
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※公営企業会計（下水道事業、水道事業、病院事業）での赤字は留保資金を充当し、黒字となっています。
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　神河町の財政は、経常収支比率が高く硬直化が著しく財源に余裕がありません。そのため平成１８年度に
策定した「集中改革プラン」の確実な実行と計画的な事業の実施、徹底した経費の節減などにより同比率
を引き下げ、町財政の健全化を図っていかなければなりません。
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一
般
会
計
等
（
普
通
会
計
）
を
対
象
と
し
た
実
質
赤
字
の
標
準
財
政
規

模
に
対
す
る
比
率
で
す
。

　

市
町
村
（
県
）
に
お
い
て
は
、
財
政
規
模
に
応
じ　

・　

％
〜　

％

１１

２５

１５

（
３
・　

％
）
以
上
で
財
政
健
全
化
団
体
に
、　

％
（
５
％
）
以
上
で
財

７５

２０

政
再
生
団
体
と
な
り
ま
す
。

�
�
��
�
�

�
�
�
�����

�
�

�
�
�
�����

�
�

�

�

�    
�

�

�

　

全
会
計
を
対
象
と
し
た
実
質
赤
字
の
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
比
率
で
す
。

　

市
町
村
（
県
）
に
お
い
て
は
、
財
政
規
模
に
応
じ　

・　

％
〜　

％

１６

２５

２０

（
８
・　

％
）
以
上
で
財
政
健
全
化
団
体
に
、　

％
（　

％
）
以
上
〔
経

７５

３０

１５

過
措
置
と
し
て
市
町
村
は　

％
〕
で
財
政
再
生
団
体
と
な
り
ま
す
。

４０

�
�

����
�
�
�
��

�
�
��
�
�

    

�
�
�
�
��
�

�

�

　

公
債
費
（
地
方
債
の
元
利
償
還
金
）
の
水
準
を
測
る
指
標
で
あ
り
、
地

方
公
共
団
体
財
政
健
全
化
法
に
定
め
ら
れ
た
指
標
の
１
つ
で
も
あ
り
ま
す
。

一
般
会
計
等
（
普
通
会
計
）
が
負
担
す
る
元
利
償
還
金
及
び
準
元
利
償
還

金
の
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
比
率
で
あ
り
、
従
来
か
ら
用
い
ら
れ
て
き

た
「
起
債
制
限
比
率
」
を
見
直
し
、
実
態
を
よ
り
正
確
に
把
握
す
る
た
め
、

公
営
企
業
会
計
に
対
す
る
繰
出
金
の
う
ち
元
利
償
還
金
相
当
分
な
ど
が
要

素
に
加
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
比
率
が　

％
を
超
え
た
場
合
、
地
方
債
を
発
行
す
る
た
め
に
は
国

１８

の
許
可
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、　

％
以
上
に
な
る
と
財
政
健
全
化
団
体
と
な
り
一
部
の
地
方
債

２５

の
発
行
が
、　

％
以
上
に
な
る
と
財
政
再
生
団
体
と
な
り
多
く
の
地
方
債

３５

の
発
行
が
制
限
さ
れ
ま
す
。

�
�
��

�
�
�
�
��
�
��
�
�

    

�

�

�
��

�

�

　

地
方
債
の
残
高
を
は
じ
め
一
般
会
計
等
（
普
通
会
計
）
が
将
来
負
担
す

べ
き
実
質
的
な
負
債
の
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
比
率
で
す
。

　

市
町
村
（
県
）
に
お
い
て
は
、
３
５
０
％
（
４
０
０
％
）
以
上
で
財
政

健
全
化
団
体
と
な
り
ま
す
。

�
�
���
�
��
�
�

    

�

�

�
��

�

�
��

	




　

公
営
企
業
会
計
の
資
金
不
足
額
の
事
業
規
模
に
対
す
る
比
率
で
す
。

　

比
率
は
各
公
営
企
業
会
計
毎
に
算
定
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、　

％
２０

以
上
で
経
営
健
全
化
団
体
と
な
り
、
財
政
健
全
化
団
体
と
同
じ
よ
う
に
、

公
営
企
業
の
経
営
の
健
全
化
を
図
る
計
画
を
策
定
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　平成１９年６月に公布された『地方公共団体の財政の健全
化に関する法律』の規定により、平成１９年度決算に基づ
く神河町の健全化判断比率及び資金不足比率について報告
します。
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注）実質赤字比率及び連結実質赤字比率については、実質赤字額及
び連結実質赤字額がないので「－」と記載しています。
　実質公債費比率は、平成１７・１８・１９年度の３ヶ年平均の比率と
なります。
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注）資金不足が生じていない場合は、「－」と記載
しています。
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　現在使用されている国民健康保険者証は、１１月３０日で有効期限切れとなります。
　今まで世帯ごとに交付していましたが、１２月１日からは１人１枚の名刺サイズのカード（縦５４�　横
８６�）になりますので、今までの不便さが解消されると思います。
　そこで、次の日程で保険証の更新事務を行いますので、現在使用されている保険証（学・遠の印のつい
たものを含む）と印鑑をご持参の上、最寄りの会場へお越しください。なお、当日都合のつかない場合は、
１２月１日（月）以降に役場本庁・神崎支庁舎・長谷支所のいずれかまでお越しください。
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問い合わせ
　役場　住民生活課　　�◯ケ ３４－０９６２
　　　　　　　　　　　◯有 　 ５－３３４０
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国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し
た
全
額
が
所
得
税
・
市
町
村
民
税
等
の

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
年
末
調
整
や
確
定
申
告
で
社
会

保
険
料
控
除
の
適
用
を
受
け
る
に
は
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
ま
た
は
領
収
書
の
添
付
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
社
会
保
険
庁
で
は
生
命
保
険
会
社
等
か
ら
送
付
さ
れ
る
控
除

証
明
書
と
同
様
に
１
年
間
に
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
の
額
を
証
明
す

る
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」（
ハ
ガ
キ
）
を

送
付
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
申
告
を
行
う
と
き
ま
で
大
切
に
保
管
し

て
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
平
成　

年
１
月
１
日
〜
９
月　

日
ま
で
の
間
に
納
付
実
績
の
あ
る
方

２０

３０

　

証
明
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成　

年　

月
１
日

２０

１０

　

控
除
証
明
書
の
到
着
時
期　
　

平
成　

年　

月
初
旬

２０

１１

�
平
成　

年　

月
１
日
〜　

月　

日
ま
で
の
間
に
本
年
初
め
て
国
民
年
金

２０

１０

１２

３１

　

保
険
料
を
納
付
し
た
方

　

証
明
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成　

年
１
月
１
日

２１

　

控
除
証
明
書
の
到
着
時
期　
　

平
成　

年
２
月
初
旬

２１

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�

　

世
帯
主
ま
た
は
配
偶
者
と
し
て
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し

た
と
き
は
、
そ
の
納
付
額
の
全
額
が
納
付
し
た
方
の
所
得
税
等
の
控
除
対

象
と
な
り
ま
す
。
年
末
調
整
等
の
手
続
き
の
際
に
ご
自
身
の
社
会
保
険
料

額
と
合
算
し
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

《
控
除
証
明
書
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
》

　

平
成　

年　

月
４
日
〜
平
成　

年
３
月　

日
ま
で

２０

１１

２１

１３

　

平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
　
　
　
　

�
０
５
７
０
―

０
７
０
―

１
１
７

　
　
　
　
　

�
０
３
―

６
７
４
８
―

８
８
８
２
（
I
P
電
話
用
）

　

農
用
地
区
域
内
の
農
地（
ほ
場
整
備
済
み
の
土
地
）

に
建
物
を
建
て
る
た
め
に
は
、
転
用
申
請
を
す
る
ま

で
に
、
ま
ず
農
業
振
興
地
域
か
ら
の
除
外
申
請
（
町
・

農
業
委
員
会
の
承
認
及
び
県
の
認
可
）
手
続
き
が
必

要
で
す
。

　

本
来
、
ほ
場
整
備
済
み
の
田
・
畑
な
ど
は
、
農
業

の
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
の
で
、

こ
の
土
地
に
近
々
、

　

・
農
家
用
住
宅
を
建
て
た
い

　

・
農
業
用
倉
庫
を
建
て
た
い

（
ほ
場
整
備
事
業
完
了
後
８
年
以
上
を
経
過
し
た
農

地
に
農
家
用
住
宅
・
農
業
用
倉
庫
を
建
て
た
い
…
等
）

　

以
上
の
よ
う
な
計
画
の
あ
る
方
は
、
必
ず　

月　
１２

２２

日
（
月
）
ま
で
に
農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
申
請
を

地
域
振
興
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
地

域
振
興
課
に
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
地
域
振
興
課
・
地
元
農
業
委
員
さ
ん

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
は
、
家
族
や
社
会
か
ら
愛

さ
れ
、
健
や
か
に
暮
ら
す
権
利
を
も
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
今
、
幼
い
子
ど
も
た
ち
が
児
童
虐
待
に

よ
っ
て
傷
つ
き
、
ひ
ど
い
場
合
に
は
か
け
が
え
の
な

い
大
切
な
命
ま
で
奪
わ
れ
て
い
ま
す
。

児
童
虐
待
と
は
、
保
護
者
（
養
育
者
）
が
子
ど
も
に

対
し
、

○
暴
行
を
加
え
る
な
ど
の
「
身
体
的
虐
待
」

○
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
す
る
な
ど
の
「
性
的
虐
待
」

○
食
事
を
与
え
な
い
な
ど
、
適
切
な
監
護
を
著
し
く

怠
る
「
ネ
グ
レ
ス
ト
」

○
暴
言
を
浴
び
せ
る
な
ど
、
心
に
傷
を
負
わ
せ
る
よ

う
な
言
動
を
行
う
「
心
理
的
虐
待
」

を
加
え
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
「
児
童
虐
待
か
も
し
れ
な
い
」
と
感
じ
た
り
、
発
見

さ
れ
た
と
き
は
速
や
か
に
関
係
機
関　

姫
路
こ
ど
も

家
庭
セ
ン
タ
ー
（
�
０
７
９
（
２
９
７
）
１
２
６
１
）・

神
河
町
役
場
住
民
生
活
課
（
�
３
４
―

０
９
６
２
）・

福
崎
健
康
福
祉
事
務
所
（
�
０
７
９
（
２
８
１
）
９

２
１
０
）・
警
察
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
連
絡
し
て

い
た
だ
い
た
方
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

　

大
切
な
子
ど
も
た
ち
を
こ
の
悲
惨
な
児
童
虐
待
の

犠
牲
者
に
し
な
い
た
め
に
、
み
な
さ
ま
に
早
期
発
見

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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と　

き　
　
　

月　

日
（
日
）

１１

１６

　
　
　
　
　
　
（
予
備
日　

月　

日
（
日
））

１１

３０

と
こ
ろ　

越
知
谷
小
学
校
及
び
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

　

当
日
は
、
午
前
８
時　

分
、
越
知
谷
地
区
を
縦
断

３０

し
て
い
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
福
田
新
田
―
作
畑
断

層
を
震
源
地
と
す
る
大
規
模
地
震
が
発
生
し
た
と
の



����������� ����

　

今
年
の
秋
は
、
Ｊ
Ｒ
播
但
線
の
駅
集
合
・
解
散
の
、

神
河
町
の
自
然
に
た
っ
ぷ
り
と
触
れ
合
え
る
３
つ
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
で
１
日
を
過
ご
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

�
�
�
�
�

　
　

月　

日
（
火
）
水
車
の
郷
を
歩
く

１１

１１

　
　
　
　
　
�
神
河
町
の
ん
び
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
�

　

新
野
駅
（
午
前　

時
）
↓

１０

　
　
　
　

寺
前
駅
（
午
後
１
時　

分
）
約
５
�

３０

　

参
加
費　

２
０
０
０
円
（
昼
食
、
保
険
代
含
む
）

�
�
�
�
�　

　
　

月　

日
（
月
）　

銀
の
馬
車
道
を
歩
く

１１

１７

　
　
　
　
　
�
生
野
峠
〜
神
河
町
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
�

　

新
野
駅
（
午
前
８
時　

分
）
↓
バ
ス
で
生
野
峠
↓

１５

　

新
野
駅
（
午
後
３
時　

分
）
約　

�

３０

１０

　
　
　
　
　
（
コ
ー
ス
途
中
で
は
３
回
バ
ス
を
利
用
）

　

参
加
費　

２
０
０
０
円

　
　
　
　
　
（
昼
食
、
バ
ス
代
、
保
険
代
含
む
）

�
�
�
�
�

　
　

月　

日
（
火
）　

播
但
線
沿
線
を
歩
く

１１

２５

　
　
　
　
　
　
　
　
�
自
然
満
喫
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
�

　

長
谷
駅
（
午
前
９
時　

分
）
↓
寺
前
駅
（
午
後
３

４５

　

時
）
約　

�
１０

　

参
加
費　

１
５
０
０
円
（
昼
食
、
保
険
代
含
む
）

募
集
人
員　

先
着
各　

名
２０

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

観
光
協
会
ま
で

　
　

月
１
日
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
チ
ャ
ン
ネ
ル
及
び
リ
ク
エ
ス
ト

１０
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
開
始
に
よ
り
、
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
チ
ャ
ン
ネ
ル
及
び
リ
ク
エ
ス
ト
チ
ャ
ン
ネ

ル
を
ご
覧
に
な
る
場
合
は
、
チ
ャ
ン
ネ
ル
設
定
（
再
ス
キ
ャ
ン
）
を

お
願
い
し
ま
す
。

（
チ
ャ
ン
ネ
ル
設
定
は
、
テ
レ
ビ
の
取
扱
説
明
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ　
　
　

１
１
１　

CH

CH

　

リ
ク
エ
ス
ト　
　
　
　
　

１
１
２
・
１
１
３　

CH

CH

　

姫
路
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
か
ら
献
血
車
が
神
河

町
に
や
っ
て
き
ま
す
。

　

冬
は
、
寒
さ
の
た
め
血
液
が
不
足
す
る
季
節
で
す
。

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

と　

き　
　

月
７
日
（
金
）

１１

と
こ
ろ　
　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
崎
支
庁
舎
玄
関
前

　
　
　
　
　

時
〜　

時

１３

１６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
河
町
役
場
玄
関
前

　

特
に
冬
の
寒
い
時
期
は
、
血
液
が
不
足
し
が
ち
で

す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※　

神
崎
支
庁
舎
会
場
で
は
、
骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー

登
録
の
手
続
き
が
で
き
ま
す
の
で
、
住
民
の
皆
様

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

主　

催　
　

神　

河　

町　

　
（
担
当　

健
康
福
祉
課　

大
河
内
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

協　

力　
　

神
河
町
赤
十
字
奉
仕
団

　
　
　
　
　

神
河
町
商
工
会
女
性
部
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想
定
で
、
越
知
谷
地
区
全
住
民
を
対
象
に
、
避
難
誘

導
、
情
報
伝
達
、
安
否
確
認
、
応
急
処
置
、
初
期
消

火
、
給
食
炊
き
出
し
等
の
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

毎
日
ど
こ
か
で
地
震
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
今
年

９
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の
１
週
間
で
震
度
１
以
上

を
観
測
し
た
地
震
の
数
は
な
ん
と　

回
だ
そ
う
で
す
。

３２

　

私
た
ち
の
町
も
い
つ
大
き
な
地
震
に
襲
わ
れ
る
か

わ
か
り
ま
せ
ん
。
越
知
谷
地
区
の
住
民
の
方
は
積
極

的
に
参
加
さ
れ
ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ま
た
、

他
の
地
区
の
方
も
見
学
を
し
て
い
た
だ
き
、
防
災
意

識
を
高
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
自
主
防
災
か
み
か
わ
で
は
毎
年
支
部
ご
と

に
防
災
訓
練
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。
住
民
の
皆
様

に
は
今
後
の
訓
練
の
参
加
と
ご
協
力
に
つ
き
ま
し
て

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

現
在
、
大
河
内
エ
リ
ア
内
C
A
T
V
工
事
で
は
、
加
入
者
宅
の
宅

内
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。
宅
内
工
事
が
完
了
し
た
加
入
者
宅
か
ら

順
次
C
A
T
V
電
話
が
使
用
可
能
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
神
崎

エ
リ
ア
と
大
河
内
エ
リ
ア
と
の
通
話
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

C
A
T
V
電
話
の
掛
け
方
に
つ
い
て
は
、
次
の
通
り
で
す
。
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平成２０年１１月１日 ��

地域の話題、イベントがありましたら情報センター（� 32 － 2752）
までお知らせください。

�

�

��������	
������

　１０月のはじめ吉冨区の春日神社で、神木「大杉さん」の
保存治療が行われました。この木は約７００年～７５０年の
古木で、過去の台風により太枝が折損した状態でした。
　今回樹木医さんの診断を受け、生育に支障のない範囲
で、樹冠を切断することになりました。
　氷上町のそまびと藤井さんが、高さ４４ｍある木に登り
枝を切っていきます。
　治療後樹木の高さは約２８.７�になりました。古い木は
枝を切り落とすことで若返るそうです。新しい枝がしっ
かり伸びてくれるといいですね。
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　平素は、消防団活動に格別のご理解、ご協力を賜り厚くお礼申し上げます。
　さて、１０月１２日に開催された全国消防操法大会に出場した大畑分団が、僅か１点差と少しのところで優勝
は逃しましたが、みごと準優勝に輝くことができました。
　これも選手をはじめ幹部、団員が一丸となって“全国制覇”を合言葉に約７ヶ月に及ぶ長い間練習に励ん
できた努力の賜物です。
　しかし、忘れてならないのは陰で支えてこられたご家族の皆様、区長様をはじめ区民の皆様、分団OB、
姫路市中播消防署職員の皆様、そして分団の域を超えて応援をしていただいた他分団の団員のお陰であると
思います。これまでに頂いた温かいご支援、ご声援に対しまして衷心より厚くお礼申し上げます。
　また、現消防団を築いてこられた諸先輩方のご努力、ご尽力の賜物とあらためて感謝とお礼を申し上げま
す。
　今後とも神河町消防団に対しまして一層のご協力をお願い申し上げ、お礼とさせていただきます。

�������　�������

　１０月１２日（日）第２１回全国消防操法大会が東京都「東京ビッグサイト」で開催され、ポンプ車
２４隊、小型ポンプ２３隊が参加し、日ごろの練習の成果を競い合いました。
　神河町からポンプ車の部に大畑分団が出場。当日は天候にも恵まれ、選手は地元区民をはじめ多
数の応援団に見守られ、すばらしい演技を披露し、第２位準優勝に輝きました。
　目標としてきた「全国制覇」こそなりませんでしたが、兵庫県代表としてその雄を全国に示すこ
とができました。
　なお、結果は次のとおりです。

順　位 　　　　　ポンプ車の部 総合得点
 優 勝 （１位） 岡山県和気町消防団 １９０.００
 準優勝 （２位） 兵庫県神河町消防団 １８９.００
　〃　 （３位） 岐阜県揖斐川町消防団 １８８.５０
　〃　 （４位） 石川県能登町消防団 １８７.００
優良賞 （５位） 島根県松江市消防団 １８７.００
　〃　 （６位） 愛媛県八幡浜市消防団 １８５.５０
　〃　 （７位） 広島県福山市消防団 １８５.５０
　〃　 （８位） 岩手県一戸町消防団 １８４.５０
　〃　 （９位） 青森県八戸市消防団 １８３.００
 　 〃 （１０位） 群馬県昭和村消防団 １８２.００
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　１０月１５日（水）“なごえの森”（栗区）において、長
谷小学校の３・４年生計１１名が環境体験授業の一環とし
て、竹炭焼きに取り組みました。
　当日は、天気にも恵まれ“なごえの森”を拠点として、
様々な里山づくり活動に取り組まれている「さとやまづ
くり推進協議会」の皆さんによるご指導のもと、竹割り
から始まり、ナタでの節落とし、ドラム缶窯の竹詰めに
挑戦。初めて体験する作業に四苦八苦しながらも楽しく
取り組む姿が見られました。
　昔は、あちらこちらの里山で焼かれていた炭ですが、
今となっては、炭焼きを目にする機会も無く、子どもた
ちにとって貴重な経験となったのではないでしょうか。

　近年、都市住民の間では田舎暮らし志向が高まりつつあり、田舎暮らしを
望む方々から町内の空き家の問い合わせが増えつつあります。
　町内の売りたい、貸したい空き家・空き土地がありましたら、情報提供し
ていきたいと思いますので情報をお寄せください。また空き家・空き土地を
お探しの方はお問い合わせください。
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　９月１２日から１５日の４日間、兵庫土建神崎分会（分会長
前川光義）組合員（延べ４７人）が姫路の日本工科専門学校
の生徒１９名を受け入れ、日本古来の在来工法の技術指導を行
いました。
　今年で４年目となるこの技術指導、バス停づくりから始ま
り、今回は新田（大歳神社）のお稲荷さんのお社を改修しま
した。これまでにも各学校、公共物の奉仕活動に携わり、関
係者に喜ばれています。
　また、神崎分会では初めての試みとして、古民家再生改築
工事に伴う工事現場の足場に、地域の小・中学生と一緒に銀
の馬車道にちなんだ壁画を描いています。
　高さ約２ｍ×１０ｍのパネルに描かれたイラストは「銀の馬
車道交流館（旧但陽信用金庫粟賀支店）」の前にあります。ぜ
ひご覧ください。
　神崎分会のみなさんありがとうございました。

����������������������

　神河町推薦の人権擁護委員の田中常生さんが多年にわたり人権擁護と人権思
想の普及に貢献され、その功績が特に顕著であることから、１０月１日付をもっ
て法務大臣表彰を受けられました。
　長年の活動に感謝し、今後ともより一層のご活躍をお祈り申し上げます。



平成２０年１１月１日 ��
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　ここ数年、テレビでは次々と新しいお笑い芸人が登場して人気者となり世の中はお笑いブームで
す。しかし、笑いが注目を集めるのは、芸の世界だけではなく、最近、医学の分野でも笑いの効用
に着目した研究が進んでいます。笑いが役立つ病気としてはリウマチのほか、気管支喘息などがあ
り、健康な人でも、脳が活性化しひらめきがよくなったり、笑ってリラックスすると話の理解力が
高まる、ストレスが軽くなる、老化防止などのメリットがあります。
　笑う習慣をつければ、病気になりにくい若々しい生活を送れるのではないでしょうか。　　　　

（health クリック� ホームページ〔http：//www.health.ne.jp/〕から抜粋）
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指
定
・
種
別　
　
　

神
河
町
指
定
有
形
文
化
財

　

指
定
年
月
日　
　
　

平
成　
　

年
５
月　

日

１１

２６

　

所
在
地　
　
　
　
　

神
河
町
新
野
８
３
７

　

所
有
者
（
管
理
者
）
正
法
寺

　

時　

代　
　
　
　
　

江
戸
時
代

�
�
�
�
�
�
�
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正
法
寺
は
寛
文
十
三
年
（
１
６
７
３
）
二
月
三
日
に

黄
檗
山
萬
福
寺
の
末
寺
の
印
可
状
を
う
け
、 
臨
済
宗 
か

り
ん
ざ
い
し
ゅ
う

ら 
黄
檗
宗 
に
改
宗
し
た
寺
で
す
。
開
山
に
あ
た
り
正
法

お
う
ば
く
し
ゅ
う

寺
に
は
中
国
か
ら
渡
来
し
た
名
僧
で
あ
り
、
江
戸
時
代

初
期
の
日
本
書
道
に
新
風
を
吹
き
込
ん
だ
書
道
家
で
も

あ
る
、 
隠
元 
の
書
に
よ
る
「
慧
日
山
」「
圓
校
」
の
扁

い
ん
げ
ん

額
や 
木
庵 
の
書
で
あ
る
「
正
法
寺
」
扁
額
が
贈
ら
れ
ま

も
く
あ
ん

し
た
。

木庵書「正法寺」

隠元書「慧日山」

と　

き　
　

月
９
日
（
日
）
雨
天
中
止

１１

　
　
　
　

午
前　

時
〜
午
後
２
時
ま
で

１０

と
こ
ろ　

神
河
町
福
本　

福
本
遺
跡

内　

容　

○ 
勾
玉 
つ
く
り　

ま
が
た
ま

　

先
着　

名　

参
加
費
２
５
０
円

５０

○
縄
文
ク
ッ
キ
ー
の
試
食

　

午
前　

時
と
午
後
１
時
の
２
回

１１

○
竪
穴
式
住
居
の
屋
根
葺
き

　
　

時
〜　

時
迄　

自
由
参
加

１０

１２

○
縄
文
（
雑
穀
）・
古
代
（
黒
米
）・
現
代
（
白

米
）
の
お
に
ぎ
り
と
豚
汁
の
バ
ザ
ー
（
有
料
）

○
遺
跡
ウ
ォ
ー
ク
（
参
加
費
無
料
）

　

午
前
９
時　

分
受
付　
　

時　

分
出
発

３０

１０

１０

　
　
　
　
　
（
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。）

　

遺
跡
の
説
明
案
内
（
県
教
委　

深
井
明
比
古
氏
）

　
　
　

午
後
１
時
よ
り

問
い
合
わ
せ　

　
　

教
育
委
員
会　

教
育
課 
社
会
教
育
係 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
３
４
―

０
２
１
２

主　

催　

神
河
町
教
育
委
員
会

共　

催　

福
本
区
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IC�

IC�

（福本遺跡の
　弥生時代のくらし想像図）

隠元書「圓校」
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　近畿医療福祉大学の福祉健康スポーツ学科開設を記念し、健康シンポジウムが、下記のとおり
開催されます。スポーツや健康に興味ある方、お気軽にご参加ください。（参加費無料）
と　き　平成２０年１１月２９日（土）１３：３０～１６：００（開場１３：００）
ところ　近畿医療福祉大学Ａ棟大ホール（福崎町高岡）
内　容　第 1部　基調講演「日本における健康づくり対策の流れ」　近畿医療福祉大学学長
　　　　第２部　特別講演「わがプロ野球人生～栄光の陰に努力の過程～」
　　　　　　　　　　　　　プロ野球解説者　　掛布　雅之　氏
　　　　第３部　パネルディスカッション
　　　　　　　　「生活習慣の改善と健康づくりのすすめ」　パネリスト　神崎郡医師会医師ほか
問い合わせ　近畿医療福祉大学学生課　�（０７９０）２２－２５２８
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神河やまびこ学園　�３３－００１３　http://www.town.kamikawa.hyogo.jp/yamabiko/
※インターネット上でも詳しい情報、申込書のダウンロードが可能です。
※やまびこ学園生の生活を記録したブログ「やまびこだより」も日々更新中�

��������

� � � �

　９月２３日学園の稲刈りが行われました。鎌で半日かけて刈り取り、稲
木に干しました。数日後には、丸一日かけて全て手作業による脱穀作業
を行いました。翌日には田んぼの落穂拾いも丁寧に行いました。
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平
成　

年
４
月
か
ら
入

２１

園
を
希
望
さ
れ
る
方
の
、

入
園
願
書
を
受
付
し
ま
す
。

対
象
者
に
は
、　

月
上
旬
に
入
園
案
内
を
郵

１１

送
し
て
い
ま
す
。
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町
内
に
在
住
す
る
幼
児
で
、

�
５
歳
児（
年
長
）　

平
成　

年
４
月
２
日
〜

１５

　
　
　
　
　
　

平
成　

年
４
月
１
日
生
ま
れ

１６

�
４
歳
児（
年
少
）　

平
成　

年
４
月
２
日
〜

１６

　
　
　
　
　
　

平
成　

年
４
月
１
日
生
ま
れ

１７

�
�
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入
園
願
書
（「
入
園
案
内
」
が

届
か
な
い
場
合
は
、
左
記
ま
で
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。）
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�
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幼
稚
園
・
神
崎
支
庁
舎（
地
域
局
）・

長
谷
支
所
・
教
育
委
員
会
教
育
課
学
校
教
育

係�
�
�
�
�

　

教
育
委
員
会
教
育
課
学
校
教
育
係
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・
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２
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◯有
 
　
　

５
―

２
６
０
１

　

平
成　

年
４

２１

月
か
ら
保
育
園

に
入
園
を
希
望

さ
れ
る
方
の
入
所
申
し
込
み
を　

月　

日

１１

１０

（
月
）
か
ら
受
付
け
し
ま
す
。

　

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て
頂
き
ま

す
の
で
、
お
早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
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０
歳
〜
５
歳
児
（
月
齢
に
つ
い
て

は
、
各
保
育
所
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

�
�
�
�　

両
親
が
家
庭
外
（
内
）
労
働
、

母
親
の
出
産
、
病
人
の
介
護
等
、
家
庭
の

災
害
等
に
よ
り
児
童
を
家
庭
で
保
育
で
き

な
い
場
合

�
�
�
�

　

・
入
所
申
込
書
（
裏
面
に
就
労
状
況
証
明
・

母
子
手
帳
の
写
し
等
）

　

・
源
泉
徴
収
票
（
１
月
末
ま
で
に
）
ま
た

は
確
定
申
告
の
写
し
（
３
月　

日
ま
で

１５

に
）

�
�
�　

役
場　

住
民
生
活
課

　

神
崎
支
庁
舎
（
地
域
局
）・
長
谷
支
所

　
（
申
込
書
は
各
所
ま
た
は
神
崎
保
育
園
・
寺

前
保
育
所
に
あ
り
ま
す
）

��

�    　

月　

日
（
水
）

１２
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生
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　第２期生の４月からの成長の成果を発表します。
どなたでもお気軽にご来園ください。
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※詳しくは有線放送、告知放送、ホームページなどでご
案内いたします。

９月１２～１５日　神崎木造インターンシップ
　　 １３～１５日　ミニ山村留学
 　　　　 ２６日　神河町・巡回健康教室
 　　２７～２８日　大阪CONEフォーラム
　　　　　　　　　in　神河「大人の山村留学」
　　　　   ２９日　日和ミニデイ見学
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　今回は、子どもたちの『絵の仕事』の様子をご紹介し
ます。
　ケアステーションでは、毎回１５分程度、絵を描くだけ
でなくハサミやのりを使った簡単な作業を『絵の仕事』
と呼んで、取り組んでいます。その中では、自分の力で
作れたという達成感や、「次は何を作ろうかな」と新たな
ものにチャレンジする力（自信）をつけてもらえればと
考えています。しかし、子どもたちの中には、簡単に作
り始める子どももいれば、失敗を恐れてなかなか始めら
れない子どももいます。そのため、保育士は子どもたち
が取り組みやすいようにいろいろな工夫をしています。
例えば、子どもたちの目を引く配色で折り紙を並べたり、
小さな工程ごとに見本を作って、できあがりがイメージ
しやすいようにしています。そして、子どもたちはス
タッフが見守っている中、「やったらできた」を繰り返し
ながら、作品を作っていきます。
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�

� �
その他次回の予定実　施　日受 付 時 間対　象　者行　事　名 と　こ　ろ

妊娠届、印鑑を
持参してくださ
い

１２月４日�
����������

１３：３０～１３：４５妊娠の届出をさ
れる方

母子健康手帳交付
（ 母 親 教 室 ） 神崎支庁舎（神河町保健センター）

＊個別に案内し
ます

１２月２６日�
Ｈ２０．７．２５～　　
　　９ .２６日生まれ

１３：００～１３：３０生後３・４カ月児
３ カ 月 児 健 診
（及びＢＣＧ予防接種）

＊個別に案内し
ます

Ｈ21年１月２３日�
Ｈ２０．９．２７～　　
　　１１.２７日生まれ

���������
１３：３０～１４：００２・３カ月児

も ぐ も ぐ 教 室
（離乳食教室） 大河内保健福祉センター

相談希望の方は
ご参加ください

１２月５日�
神崎支庁舎

����������
１３：３０～１４：３０

７カ月児・１歳児
Ｈ２０． ３月生まれ
Ｈ１９．１０月生まれ

す く す く 相 談
（乳幼児相談） 神崎支庁舎（神河町保健センター）

＊個別に案内し
ます

Ｈ２１年１月２０日�
Ｈ１８．１１・１２月生まれ

���������
１３：３０～１４：３０２歳１・２カ月児

Ｈ１８．９．１０月生まれ
２ 歳 児 相 談
（むし歯予防教室） 神崎支庁舎（神河町保健センター）

＊個別に案内し
ます

Ｈ２１年　　　
２月２５日�
Ｈ１７．９～１１月生まれ

���������
１３：００～１３：３０１歳６・７・８カ月児

Ｈ１９．３～５月生まれ
１ 歳 ６ カ 月 児
健 診 神崎支庁舎（神河町保健センター）

＊個別に案内し
ます

Ｈ２１年　　　
１月２８日�
Ｈ１９．３～５月生まれ

１３：００～１３：３０３歳２・３・４カ月児３ 歳 児 健 診

＊個別に案内し
ます

１２月２４日�
Ｈ１６．１０～　　　
　　　　１２月生まれ

１３：３０～１４：００４歳児４ 歳 児 相 談

１２月２日�
９：００～　
　　１２：００

����������
９：００～１２：００一般住民

健 康 福 祉
な ん で も 相 談 神崎支庁舎（神河町保健センター）
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　この出来上がるまでの粘りとがんばりは、スタッフも
感心するほどで、自然に誉めることが多くなります。子
どもたちは、小さな「できた」という達成感と「誉めら
れた（認められた）」という安心感によって、自信を育
んでいるようです。確かに、子どもたちにとって、誉め
られる（認められる）ことは大きな力となります。また、
子育ての手段として「誉めること」の大切さが見直され
ていますが、無理して誉める必要もありませんし、難し
く考える必要もありません。少しゆとりを持って子ども
たちを見ていれば、自然に誉める言葉は出てくるもので
す。
　子どもたちのうれしそうな表情を見ていると、「がん
ばっているあなたを見ていたよ」というメッセージを、
これからもしっかり伝えていきたいと思いました。

壁一面、力作ぞろいです 工夫しながら貼り合わせていきます
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エネルギー ９１Kcal
たんぱく質 ７.４�
塩　　　分 １. １�   
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予
防
の
基
本
は
、
流
行
前
に
予
防
接
種
を

受
け
る
こ
と
で
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
約
2

週
間
後
か
ら
効
果
が
出
始
め
、
約
５
ヵ
月
間

効
果
が
あ
り
ま
す
。（
一
般
的
に
は
、　

月
１０

下
旬
か
ら　

月
中
旬
に
接
種
を
受
け
る
こ
と

１２

が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。）
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、

①
人
込
み
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

②
常
日
ご
ろ
か
ら
十
分
な
栄
養
や
休
息
を
と

り
ま
し
ょ
う
。

③
室
内
で
は
加
湿
器
な
ど
を
使
っ
て
加
湿
し

ま
し
ょ
う
。

④
外
出
時
の
マ
ス
ク
や
帰
宅
時
の
う
が
い
、

手
洗
い
を
励
行
し
ま
し
ょ
う
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

①
ま
ず
、
医
療
機
関
へ
行
き
、
医
師
の
診
察

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

②
睡
眠
と
栄
養
を
十
分
に
と
り
、
ゆ
っ
く
り

休
養
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

③
水
分
を
十
分
に
補
給
し
ま
し
ょ
う
。

④
「
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
」（
咳
や
く
し
ゃ
み
を

す
る
と
き
に
ハ
ン
カ
チ
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、

マ
ス
ク
で
口
と
鼻
を
し
っ
か
り
覆
う
）
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
症
状
は
、
突
然
の
高

熱
、
頭
痛
、
関
節
痛
、
筋
肉
痛
な
ど
で
、
の

ど
の
痛
み
、
咳
、
鼻
水
な
ど
も
み
ら
れ
ま
す
。

普
通
の
か
ぜ
に
比
べ
て
全
身
症
状
が
強
い
の

が
特
徴
で
す
。

　

ま
た
、
流
行
す
る
と
、
短
期
間
に
小
児
か

ら
高
齢
者
ま
で
膨
大
な
数
の
人
を
巻
き
込
む

と
い
う
点
で
も
普
通
の
か
ぜ
と
は
異
な
り
ま

す
。
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①����は、短冊切り。
・���は、石づきをとり、分けて半分に切る。
・����は　食べやすく切る。
・��は、１ cmぐらいに切る。
・��は、小口切りする。
② ��は、水から入れて沸騰後しばらく煮て、
　��をとる。
③ �����に、����、��を加え、
　アクをとりながら煮て、���と����を加えて煮、
　��を入れる。
④椀に盛って、��を入れる。

（男性の料理教室レシピより）
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★写真展　野鳥写真特集「愛」（出展協力：廣納忠良）���
���

★神崎郡ふれあい作品展
　（出展協力：郡内小中学校特別支援学級児童生徒）
★かみかわフォトコンテスト（春・夏編）
　（出展協力：神河町観光協会）

���
���

��������	
��������

�����と　き　１１月１日（土）・２日（日）・３日（祝）
　　　　　　　　９：００～１８：００（３日９：００～１５：００）
　　　　　ところ　神崎公民館　神崎体育センター
������と　き　１１月３日（祝）１０：００～１６：００
　　　　　ところ　中央公民館　グリンデルホール
�����と　き　１１月１日（土）～１０日（月）
　　　　　ところ　神崎公民館　神崎体育センター

� � � � � � � � � �

� � � � �

時　間月　　　　日教　室　名

会場：中央公民館�������

内　　　　容時　間月　日
「古代からのメッセージ神河町の遺跡」
　県教委　文化財室長
　　　　　　深井明比古 先生

１３：３０～　
　１５：００１１月２２日�

� � � � �

時　間月　　　　日教　室　名

１０：００～
１１月  ７日�　�

古 文 書 教 室
１１月２１日�　�

９：３０～１１月   １日�　�楽しいマナー教室

１９：３０～
１１月１１日�　�　英 会 話 教 室

　　（初級）　　 １１月１８日�　�

１０：００～
１１月  ２日�　�

わんぱく音楽教室
１１月    ３日�　�

９：００～１１月２９日�　�ワクワク工作教室

９：００～１１月  ３日�　�子ども茶道教室

９：００～１１月  ８日�　�楽 し い
お菓子づくり教室

� � � � �

内　　　　容時　間月日
教養講座�
「安心な生活」
兵庫県福崎警察署　森脇康彦氏・菅野康廣氏

１０：２０　
～１１：５０

　

月
６
日
�

１１

趣味講座�
（俳句・短歌・色鉛筆画・民謡・園芸・
ちぎり絵）

１３：００　
～１５：００

������

内　　　　容時　間月日

趣味講座�
（書道・民謡踊り・茶道・華道・園芸・
ちぎり絵・歌謡・野の花活け花・若返り）

９：４５　
～１１：４５

　

月　

日
�

１１

２７
教養講座�
　「銀山の歴史」
　　　　　　歴史研究家　杉浦　健夫 先生

１３：００　
～１４：３０

��������	
��

★１１月  ３日（祝）　ふるさと文化祭　芸能発表
★１１月１６日（日）　おおかわち太鼓保存会２０周年

＆神崎桜鼓衆１５周年記念公演
★１１月２２日（土）　映画「マリと子犬の物語」
　　山古志村の実話から生まれたあたたかな絆の物語
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朝顔　100 号 華　50 号
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東條英機　天皇を守り通した男 福富　健一
泣き菩薩 田牧　大和
千両花嫁－とびきり屋見立帳 山本　兼一
晩夏のプレイボール あさのあつこ
ぶれない－骨太に、自分を耕す方法 平山　郁夫
ＧＨＱ焚書図書開封 西尾　幹二
喜の行列　悲の行列 藤田　宣永
子守唄しか聞こえない 松尾　依子
なぜ男と女は４年で嫌になるのか 姫野　友美
噺まみれ　三楽亭仙朝 和田はつ子
鉄が地球温暖化を防ぐ 畠山　重篤
山頭火のぐうたら日記 村上　護　編
古道具ほんなら堂　～ちょっと不思議あり～
 楠章子・作　日置由美子・画

ぴっちゃん　ぽっちゃん accototo さく・え

�������
切羽へ 井上　荒野
風花 川上　弘美
しゃっくり日和 川上　陽子
葡萄酒か、さもなくば銃弾を 手嶋　龍一
僕が僕に還る旅 森津　純子
フォークソングされどわれらが日々
 週刊文春編集部
Ａ型自分の説明書 Jamais Jamais
Ｂ型自分の説明書 Jamais Jamais
明日もまた生きていこう 横山友美佳
フィンランド語は猫の言葉 稲垣　美晴

�� � �

������������

�����������

����������	��
ふるどうぐ どう

�����������	
����
ふしぎ

������

　夫以外に惹かれることはないと思っていた。
ある日一人の男が現れる。夫を深く愛してい
ながら、どうしようもなくその男に惹かれて
ゆく主人公、やがて二人は、これ以上進めな
い場所へと向かってゆく。廃墟の多く残る島
を舞台に、宿命の出会いに揺れる女と男を描
ききった哀感あふれる恋愛小説
　　　　　　　（２００８年１３９回直木賞受賞作）

�������

�������

　このお 話 に 登場 するのは、こわそうで、ちょっとだけ 力 をかして
はなし とうじょう ちから

くれるおばあさんです。ちょっとだけというのがポイント。おばあ

さんの 不思議 な 古道具 にであった子たちは、それぞれ 自分 でちゃん
ふ し ぎ  ふるどうぐ  じ ぶ ん

と 問題 を 解決 するんです。がんばって、 一歩 ふみだすんです。 自分 
もんだい かいけつ い っ ぽ  じ ぶ ん

で 一歩 ふみだすというのが、おもしろいと 思 うんですよ。
い っ ぽ  おも

〈 著者 より〉
ちょしゃ

※シンプルさを保ち続けるおとなにも楽しんでいただける一冊です。
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遠
花
火
九
十
五
歳
の
母
と
見
し　
　
　
　
　
　
　
　

浅
田　

咲
子

棚
経
僧
北
島
一
位
拍
手
せ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
野　

綾
子

赤
と
ん
ぼ
兄
弟
喧
嘩
泣
き
止
ま
ず　
　
　
　
　
　
　

小
寺
美
智
子

嘘
泣
き
の
幼
な
子
顔
に
秋
の
空　
　
　
　
　
　
　
　

立
岩
つ
や
子

父
知
ら
ぬ
子
も
祖
父
と
な
る
終
戦
日　
　
　
　
　
　

田
中　

文
子

露
草
や
夜
明
の
雨
の
あ
が
り
た
り　
　
　
　
　
　
　

藤
原　

彰
子

送
り
荷
を
や
っ
と
済
ま
せ
り
秋
の
涼　
　
　
　
　
　

吉
岡　

幸
子

�
�
�
�
��

�
�
	


�
�


黄
ば
み
た
る
稲
田
の
上
を
赤
と
ん
ぼ

　
　
　
　

と
び
か
い
て
お
り
雀
来
ら
ず　
　
　
　
　

古
川　

雍
子

今
朝
刈
り
し
草
の
ひ
と
山
炎
天
下

　
　
　
　

ま
っ
青
な
空
へ
も
く
も
く
燃
え
る　
　
　

鉢
木　

慶
子

こ
の
夏
も
過
ぎ
て
行
く
ら
し
日
ぐ
ら
し
に

　
　
　
　

つ
く
つ
く
ぼ
う
し
の
声
ま
じ
り
く
る　
　

佐
古
き
ぬ
ゑ

蓮
の
苗
水
瓶
に
植
え
庭
に
置
く

　
　
　
　

猛
暑
の
夕
べ
花
涼
し
そ
う　
　
　
　
　
　

本
田
ふ
さ
ゑ

幼
な
子
の
指
さ
す
先
の
山
の
端
に

　
　
　
　

白
く
浮
き
た
る
上
弦
の
月　
　
　
　
　
　

佐
想　

克
代

田
植
せ
し
は
つ
い
先
日
の
事
な
り
き

　
　
　
　

い
な
穂
の
上
を
ト
ン
ボ
飛
び
交
う　
　
　

坂
元
八
千
代

�
�
�
�
�
�

平
和
な
る
里
の
は
な
や
ぎ
曼
珠
沙
華　
　
　
　
　
　

中
野
く
に
え

刈
り
畦
や
彼
岸
花
待
つ
道
祖
神　
　
　
　
　
　
　
　

長
谷
川
素
山

彼
岸
花
禅
話
の
僧
の
佳
き
お
顔　
　
　
　
　
　
　
　

松
本　

千
芽

鬼
や
ん
ま
障
子
に
当
り
逃
げ
ま
ど
う　
　
　
　
　
　

山
名　

菊
女

園
児
等
の
目
線
を
変
え
る
赤
ト
ン
ボ　
　
　
　
　
　

足
立　

次
女

彼
岸
花
所
せ
ま
し
や
競
い
あ
い　
　
　
　
　
　
　
　

桐
月　

英
雄

�
�
�
�
�
�
�

わ
が
漉
き
し
真
白
き
紙
に
七
桁
の

　
　
　
　
　

赤
枠
押
せ
ば
は
が
き
に
な
り
ぬ　
　
　

綾
部
百
合
子

夕
食
を
し
な
が
ら
夫
と
一
日
の

　
　
　
　
　

仕
事
こ
な
せ
し
喜
び
語
る　
　
　
　
　

大
渡　

綾
子

孫
た
ち
の
手
に
手
に
作
る
ち
ま
き
な
り

　
　
　
　
　

味
ひ
と
し
お
の
迎
え
だ
ん
ご
は　
　
　

一
宮　

生
代

赤
子
泣
く
声
に
負
け
じ
と
蝉
が
鳴
く

　
　
　
　
　

朝
の
風
た
つ
庭
の
一
樹
に　
　
　
　
　

澤
田
新
喜
子

食
卓
に
敷
き
し
も
み
じ
葉
色
褪
せ
て

　
　
　
　
　

入
り
く
る
風
に
季
節
は
移
ろ
う　
　
　

岸
田
富
砂
子

��������

��������������	
�
くすのき あきこ ひおき

�������
ゆ み こ
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大河内保健福祉センター老人クラブ交流（竹ぽっくり）６日�
きりん

グループ活動
１０：００～
１１：３０

エルビレッジエルビレッジに散歩２０日�

高朝田公民館高朝田ミニデー参加１１日�
こぐま

はにおか運動公園宝探し１８日�

センター長谷

手作りおもちゃ・カートンドッグ４日�
うさぎ

小麦粉粘土２５日�

手作りおもちゃ・カートンドッグ１３日�
ひよこ

クリスマス飾り作り２７日�

料理講習会１７日�えぷろんママ

峠公民館
峠地区のお年寄りと
の交流（要申し込み）１４日�カレンダー

作り
自由参加活動
１０：００～１１：３０

町民体育館２歳児（１０：００～１０：５０）
３歳児（１１：００～１１：５０）

７日�
２１日�

親　子
ハッピー体操
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★水曜日に親が美容院に行くと、子ども一人分
のカットが無料になるのでその日に連れて行
こうとする
☆洗剤がなくなりそうになったとき水を入れて
薄めて使う
★靴下に穴があいても縫って、だめになるまで
履く
☆マヨネーズ、わさび、ケチャップ、はみがき粉
は半分に切って使い切る
★ティッシュを少しだけ使うとき半分にちぎっ
て使うこと
☆レジでおはしを多めにもらう
★古くなったＴシャツなどは小さく切って雑巾
代わりに使う
☆財布を出すのが面倒なとき旦那にせがむ本代
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　ねんねグループ　　１０：００～１０：５５
　あんよグループ　　１１：０５～１２：００
持ち物：体育館シューズ（大人）・お茶・汗拭きタ
　　　　オル・バスタオル（ねんね）
※お休みの場合はきらきら教室（�３２－２４１０）まで連絡してください。
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遊戯ホール

デイキャンプ６日
２歳児木　

曜　

日

親子
ふれあい教室
１０：００～
　１１：３０

クリスマス会準備２０日

デイキャンプ１３日
３歳児

クリスマス会準備２７日

にんじん学習会４日
元気組火　

曜　

日

にんじん
クラブ
１０：００～
　１１：３０

葉っぱで遊ぼう１８日

さつまいもほり１１日
なかよし組

クリスマス会準備２５日

すくすく座談会１２日
わんぱく組

水
曜
日 クリスマス会準備２６日

創作室
２１日�
　フレッシュママ（妊娠中の方）と
　赤ちゃん（０歳児）親子のくつろぎタイム

たんぽぽくらぶ
１０：００～
　１１：３０

神崎体育
センター

２歳児　１０：００～
３歳児　１１：０５～

１４日
２８日

金
曜
日

親子
ハッピー体操
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　疲労回復やストレス解消を兼ねて、週１回、体
操やダンベルなど約１時間行っています。
　気遣うことのない仲間と共に心と体の健康づく
りを目指しています。
　いつでも入会できますので、皆さんのご入会を
お待ちしています。

練習日　毎週　金曜日
時　間　午前１０時～午後１２時
場　所　神崎公民館　１階和室
指導者　谷川千加子　先生
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��������
����������	
		�

　　　�季節の本の読み聞かせ
　本の読み聞かせは子どもたちの感性を育むの
にとても大切です。本を読むのにも絶好の季節
になりました。これを機会にお父さんお母さん
も子どもたちと一緒に本の世界を楽しみません
か？
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と　

き　
　

月
８
日
（
土
）
９
時
か
ら

１１

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
グ
リ
ン
デ
ル
ホ
ー
ル

内　

容　

　

�
子
ど
も
た
ち
の
主
張

　

�
講
演　
『
３
つ
の
目
と
共
感
に
つ
い
て
』

　
　
　

ラ
イ
フ
ハ
ー
モ
ニ
ー
研
究
所
所
長

　
　
　

元
報
徳
学
園
中
学
・
高
等
学
校
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

位
田　

隆
久 
氏

�
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�
�
�
�
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��と　

き　

午
後
１
時　

分
３０

　
　
　
　
　
　
　
（
開
場
午
後　

時　

分
）

１２

４５

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
グ
リ
ン
デ
ル
ホ
ー
ル

主　

催　

神
河
町
人
権
文
化
推
進
協
議
会

内　

容

�
�
�
�
�

　

小
中
学
校
人
権
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
優
秀
作

　

品
・
こ
こ
ろ
の
窓
写
真
展
の
表
彰

　
　
（
全
て
の
作
品
を
ロ
ビ
ー
展
示
し
ま
す
）

�
�
�
�
�

　

講
演
と
芸
能
『
福
を
運
ん
だ　

で
こ
ま
わ
し
』

　
　

芝
原
生
活
文
化
研
究
所
代
表

　
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ネ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　

と
く
し
ま
理
事
長

　
　
　
  　
　
　
　

辻
本　

一
英 
氏　

ほ
か

　

箱
廻
し
（
で
こ
ま
わ
し
）
は
人
形
芝
居
の

一
種
で
す
。
徳
島
県
内
に
お
け
る
人
形
芝
居

は
江
戸
期
か
ら
明
治
期
に
か
け
て
隆
盛
を
極

め
、
民
衆
の
娯
楽
の
中
心
で
し
た
。
数
体
の

木
偶
（
で
こ
）
人
形
の
操
作
と
口
上
を
す
べ

て
一
人
で
行
う
の
が
特
徴
で
す
。 
木
偶 
な
ど

で

こ

一
式
を
箱
に
入
れ
て
各
地
を
訪
問
し
た
こ
と

か
ら
箱
廻
し
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

　

商
売
繁
盛
・
五
穀
豊
穣
・
無
病
息
災
・
家

内
安
全
を
予
祝
す
る
祝
福
芸
「
え
び
す
舞
」、

屋
外
に
舞
台
を
組
ん
で
外
題
を
演
じ
た
も
の

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
の
身
近
な
と
こ
ろ
に
は
い
ろ
い
ろ

な
伝
統
芸
能
や
文
化
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
伝
統
芸
能
や
文
化
を
支
え
、
伝
え
て
き

た
人
た
ち
が
い
ま
す
。
そ
の
人
た
ち
の
生
き

様
、
思
い
に
あ
な
た
も
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

当
日
は
、
話
の
途
中
で
、
阿
波
木
偶
「
三

番
叟
ま
わ
し
」
と
、
箱
廻
し
「
傾
城
阿
波
の

鳴
門
」「
絵
本
太
功
記
」（
一
部
）
祝
福
芸

「
芝
原
え
び
す
舞
」
の
上
演
を
行
い
ま
す
。

�
�
�
�
��

�
�
	


�



平成２０年１１月１日 ��

�
��

�
�
�
�
�
�
�
�
	



��

受
付
期
間　
　

月　

日
（
金
）
〜

１１

２８

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

月　

日
（
水
）

１２

１７

試 
験 
日　

平
成　

年
１
月　

日
（
日
）

２１

１８

募
集
人
員　

男
性
警
察
官　

約　

名
７０

問
い
合
わ
せ　

福
崎
警
察
署

　
　
　
　
　
　
　

�
２
３
―

０
１
１
０

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
��

�
�
�
�
�
�
�
�
�

��

と　

き　
　

月　

日
（
金
）

１１

２１

　
　
　
　

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

と
こ
ろ　

神
崎
支
庁
舎

�
�
�
�
�
�
�
�
	



と　

き　
　

月
４
日
（
木
）

１２

　
　
　
　

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分　

３０

３０

と
こ
ろ　

神
河
町
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
局
舎

問
い
合
わ
せ　

姫
路
税
務
署

　
　
　

�
（
０
７
９
）
２
８
２
―

１
１
３
５

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�

�
�
�
�
�
�
�
	
�
�


�

��

　

文
化
財
は
国
民
共
有
の
貴
重
な
財
産
で
す
。

皆
さ
ん
の
身
近
な
と
こ
ろ
で
も
関
連
行
事
は

行
わ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
を
利

用
し
て
ぜ
ひ
様
々
な
行
事
に
参
加
し
、
日
本

の
歴
史
や
文
化
に
ふ
れ
て
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

と　

き　
　

月　

日
（
土
）

１１

２２

　
　
　
　

午
前
９
時
〜　

時
１２

と
こ
ろ　

姫
路
市
中
播
消
防
署

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
中
播
消
防
署
内
）

内　

容　

心
肺
蘇
生
法
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
含
む
）
及

　

び
応
急
手
当

定　

員　
　

名
２０

　
　
　
（
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。）

受
講
料　

無
料

申
込
先　

姫
路
市
消
防
局

　

�
（
０
７
９
）
２
２
３
―

０
０
０
３

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
　
　

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど

の
集
ま
り
に
ピ
ノ
キ
オ
館
を
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

木
の
ぬ
く
も
り
が
感
じ
ら
れ
る
お
部
屋
で

く
つ
ろ
い
で
み
ま
せ
ん
か
？
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

利
用
料　

５
２
５
円
／
１
時
間

開
館
時
間　

月
曜
日
以
外
の
午
前
９
時
か
ら

　

午
後
４
時　

分
ま
で

３０

利
用
可
能
人
数　
　

名
ま
で

２０

＊
食
べ
物
の
持
ち
込
み
可

＊
ピ
ノ
キ
オ
館
へ
事
前
に
予
約
を
お
願
い

し
ま
す
。

ピ
ノ
キ
オ
館　

�
３
２
―

１
７
９
６

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�

　

全
国
の
警
察
か
ら
殺
人
、
強
盗
、
窃
盗
、

詐
欺
等
、
い
ろ
い
ろ
な
事
件
で
指
名
手
配
さ

れ
て
い
る
被
疑
者
は
、
早
期
に
検
挙
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

警
察
で
は
、
特
に
重
大
な
犯
罪
の
被
疑
者

を
選
定
し
て
、
総
力
を
挙
げ
て
追
跡
捜
査
を

行
い
、
被
疑
者
の
検
挙
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
ら
指
名
手
配
被
疑
者
の
発
見
に
む
け

た
各
種
捜
査
活
動
に
は
、
県
民
皆
さ
ん
の
ご

協
力
が
必
要
で
す
。

　

指
名
手
配
被
疑
者
に
よ
く
似
た
人
を
見
か

け
た
と
い
っ
た
情
報
な
ど
、
ど
ん
な
些
細
な

こ
と
で
も
お
気
づ
き
の
情
報
は
、
警
察
に
通

報
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
（
平
成　

年　

月　

日
発
効
）

２０

１０

２２

時
間
額　

７
１
２
円

　
「
必
ず
チ
ェ
ッ
ク　

最
低
賃
金
！

　
　
　
　
　
　
　

使
用
者
も
労
働
者
も
」

＊
産
業
別
最
低
賃
金
に
つ
い
て
は
、
現
在
改

正
審
議
中
で
す
。

問
い
合
わ
せ　
 
兵
庫
労
働
局
賃
金
課

　
　
　

�
（
０
７
８
）
３
６
７
―

９
１
５
４

����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
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��������������������������������������������������������������
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�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

��
�
�
�
�
�

�
�
�

�
�
�
�
�
��

�
�
	

�
�

　
　
　

☆
☆ �

�
�
�
��

��

�
�

��

��

　　

火
災
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
か
ら
私
た
ち
の

大
切
な
財
産
を
一
瞬
の
う
ち
に
灰
に
し
て
し
ま
う

と
と
も
に
、
生
命
さ
え
も
奪
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

火
の
取
り
扱
い
に
は
、
細
心
の
注
意
を
払
い
、

お
出
か
け
前
や
就
寝
時
に
は
、
も
う
一
度
火
の
元

の
安
全
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
で
、
私
た
ち
の
町
か
ら

火
災
を
だ
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
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�
�
�
	


��

�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

	
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�

　

町
内
で
は
こ
の
期
間
中
、
消
防
団
を
中
心
に
防

火
パ
レ
ー
ド
、
家
庭
及
び
小
規
模
事
業
所
の
火
災

予
防
点
検
な
ど
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

��������������������������������������������������������������
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　（　）は先月比
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新
田
ふ
る
さ
と
村
か
ら
「
さ
つ
ま
い
も
の
花
が
咲

い
て
い
ま
す
。
地
域
の
方
も
見
た
こ
と
が
な
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。」
と
連
絡
を
頂
き
ま
し
た
。

　

調
べ
て
み
る
と
こ
の
辺
り
で
花

が
咲
く
の
は
め
ず
ら
し
い
こ
と
だ

そ
う
で
す
。

　

南
小
田
小
学
校
の
芋
掘
り
に
取

材
へ
行
っ
た
と
き
、
私
も
見
つ
け
ま

し
た
。
薄
紫
色
の
と
て
も
か
わ
い

い
花
で
し
た
。

�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


��
　

Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
、
１
９
８
８
年
に
世
界
的
レ
ベ

ル
で
の
エ
イ
ズ
ま
ん
延
防
止
と
患
者
・
感
染

者
に
対
す
る
差
別
・
偏
見
の
解
消
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、　

月
１
日
を
�W

orld

 
    　

１２
A
ID
S
D
A
Y

 
  
 　
 
 
 

�（
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
）
と
定

め
ま
し
た
。

今
年
の
テ
ー
マ
は　

Living
Together

「      　
        　

〜
ち
ょ
っ
と
の
愛

か
ら
は
じ
ま
る
事
〜
」
で
す
。

　

平
成　

年
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
と
エ
イ
ズ
患

１９

者
の
新
規
報
告
数
は
、
１
４
４
８
件
で
過
去

最
高
と
な
り
、
平
均
す
る
と
「
１
日
あ
た
り

約
４
人
」
が
新
た
に
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
は
、
福
崎
健
康
福
祉
事
務
所

（
保
健
所
）
で
匿
名
・
無
料
で
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

（
要
予
約
）

問
い
合
わ
せ　

福
崎
健
康
福
祉
事
務
所

　
（
保
健
所
）
�
２
２
―

１
２
３
４

�
�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�

　

兵
庫
労
働
局
で
は
、
適
法
な
労
働
者
派
遣

及
び
適
正
な
請
負
業
務
の
実
施
等
法
制
度
の

周
知
啓
発
を
図
る
た
め
、
平
成　

年　

月
〜

２０

１０

　

月
を
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
と
定
め
て
い
ま

１１す
。

�
派
遣
労
働
者
を
受
け
入
れ
て
い
る
大
手
事

業
所
に
対
す
る
指
導
監
督

�
請
負
業
務
発
注
者
及
び
派
遣
労
働
者
を
受

け
入
れ
て
い
る
事
業
所
に
対
す
る
研
修
会

の
実
施

問
い
合
わ
せ　

兵
庫
労
働
局
職
業
安
定
部
需

　

給
調
整
事
業
部

　
　
　
　
　

�
（
０
７
８
）
３
６
７
―
０
８
３
１

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�

　

平
成　

年
３
月
新
規
高
等
学
校
卒
業
予
定

２１

の
就
職
未
内
定
者
と
西
播
磨
地
域
の
求
人
企

業
が
一
堂
に
会
す
る
求
人
企
業
説
明
会
で
、

参
加
企
業
の
概
要
や
求
人
内
容
を
自
由
に
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

と　

き　
　

月　

日
（
金
）

１１

２１

　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜
６
時

と
こ
ろ　

姫
路
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
３
Ｆ

実
施
機
関　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
姫
路
・
龍
野
・

　

相
生
・
赤
穂
・
兵
庫
労
働
局

問
い
合
わ
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
姫
路

　

学
卒
部
門
�
（
０
７
９
）
２
２
２
―
４
６
９
０

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
や
サ
ラ
金
か
ら
の
借
金
が
あ

り
返
せ
な
く
て
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

　

場
合
に
よ
っ
て
は
、
払
い
過
ぎ
た
利
息
の

あ
る
こ
と
や
お
金
が
返
っ
て
く
る
こ
と
が
あ

る
の
を
ご
存
知
で
す
か
？

　

多
重
債
務
に
陥
る
と
完
済
す
る
ま
で
返
済

を
続
け
る
こ
と
が
困
難
に
な
り
ま
す
。
必
ず

解
決
方
法
は
あ
り
ま
す
。
適
切
な
解
決
方
法

を
選
択
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

兵
庫
県
で
は
、
現
在
多
重
債
務
者
相
談

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
中
で
す
。

　

相
談
会
（
無
料
）
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
多
重
債
務
で
お
困
り
の
方
は
一
度
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�

○
県
弁
護
士
会
西
播
磨
相
談
所
（
姫
路
）

 
開
催
日
時　

月
曜
・
木
曜

　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
３
時
〜
５
時

予
約
先 　

西
播
磨
相
談
所

　
　
　
　
　

�
（
０
７
９
）
２
８
６
―
８
２
２
２

�

�
�
�
�
�
�
�

　
　
　
　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
の
み
〉

○
県
弁
護
士
会
神
戸
相
談
所 

夜
間
相
談　

水
曜
日

　
　
　
　
　
　

午
後
５
時　

分
〜
８
時

３０

土
曜
相
談　

第
２
・
第
４
土
曜
日

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

予
約
先　

神
戸
相
談
所 

　
　
　
　
　

�
（
０
７
８
）
３
４
１
―
１
７
１
７

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�

・
県
立
姫
路
労
働
会
館

　
　
 
第
１
・
３
日
曜 
午
後
１
時
〜
４
時

・
福
崎
町
文
化
セ
ン
タ
ー
（
エ
ル
デ
ホ
ー
ル
南
） 

　

第
２
土
曜　
　
 
午
後
１
時
〜
４
時

＊
予
約
不
要
で
す
の
で
、
直
接
会
場
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。
相
談
会
場
は
、
兵
庫
県
司

法
書
士
会 
�
（
０
７
８
）
３
４
１
―
２
７
５
５ 

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
（
平
日
９

時
〜　

時
）

１７

�
�
�
�
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町内の予定は神河町ホームページでも掲載しています。
　http://www.town.kamikawa.hyogo.jp
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